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　日本共産党羽曳野市会議員団は、ブレずにスジを通し、国や府の悪政から
住民の利益守る防波堤として頑張る決意を新たにしています。また昨年の総選
挙で示された日本共産党への期待を胸に、より良い市政めざし「対案」を示し、
住民のみなさんとの「共同」をさらに発展させ、願い実現にがんばります。
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昨
年
は
、
地
方
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政
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取
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と
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日
本
共
産
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議
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は
右
記

の
３
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提
出
し

ま
し
た
が
「
政
権
与
党
の
進
め

て
い
る
政
策
に
反
対
は
で
き
な

い
」
等
の
理
由
で
、
他
会
派
の

党
議
員
団
が
提
出
し
た
意
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書

●
政
治
資
金
疑
惑
の
徹
底
究
明
を
求
め
る
意
見
書

●
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書

●
川
内
原
発
再
稼
働
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

全
会一致
で
採
択
さ
れ
た
意
見
書

●
福
祉
労
働
者
の
処
遇
改
善
・
人
材
確
保
に
関
す
る
意
見
書

年
度
か
ら
の
政
務
活
動
費
の
あ
り
方

の
議
論
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、①
支
給
方
法
や
額
に
つ
い
て
②
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使
途
基
準
」
は
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民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
の
か
③
ネ
ッ
ト
で
の
公
開
を
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始
す
る
自
治
体
が
増
え
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、
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し
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共
産
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議
員
団
は
、
政
務
活

動
費
の
使
途
は
、
市
民
の
理
解
と
納

得
を
何
よ
り
も
大
切
に
す
る
と
い
う

基
本
姿
勢
で
論
議
し
て
い
き
ま
す
。

反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
い
の
ち
・
く
ら
し
に
関

わ
る
重
要
な
問
題
を
、
反
対
の

根
拠
も
あ
い
ま
い
な
ま
ま
否
決
す

る
与
党
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

2015年「願い」実現へ 
全力投球！
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